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連
載
・
イ
ベ
ン
ト
・
国
際

伊
勢
・
熊
野
・
和
歌
山
を
訪
ね
て

―
―
地
域
が
生
み
出
し
た
秀
逸
の
ヒ
ト
と
コ
ト

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

Something
NEWS

▶ ◀OfByForコラム
地域の

地域による
地域のための

第⑮回

▼
熊
野
大
学
と
伊
勢
詣

読
者
は
、
中
上
健
次
と
南

方
熊
楠
を
ご
存
じ
だ
ろ
う

か
。
和
歌
山
県
出
身
で
稀
代

の
作
家
と
呼
ば
れ
た
中
上
健

次
の
主
宰
で
始
ま
っ
た
「
熊

野
大
学
」
は
、
彼
の
死
後
25

年
と
な
っ
た
が
、
生
地
の
新

宮
市
で
な
お
継
続
し
て
い
る
。

今
年
の
熊
野
大
学
は
、
同

じ
く
和
歌
山
県
出
身
で
偉
大

な
博
物
学
者
で
あ
っ
た
南
方

熊
楠
を
取
り
上
げ
、
「
南
方

熊
楠
と
中
上
健
次
を
探
る
」

と
題
し
て
、
８
月
５
日
～
６

日
に
合
宿
が
行
わ
れ
た
。

筆
者
は
、
こ
れ
に
参
加
す

る
た
め
、
47
年
ぶ
り
の
熊
野

行
き
と
な
っ
た
が
、
伊
勢
神

宮
に
も
行
く
こ
と
に
し
た
。

夜
行
バ
ス
で
東
京
を
立
ち
、

雨
模
様
の
早
朝
、
伊
勢
市
に

着
い
た
。
名
物
の
伊
勢
う
ど

ん
を
食
べ
、
伊
勢
神
宮
の
外

宮
（
豊
受
大
神
宮
）
に
行
く

と
、
老
杉
の
境
内
は
、
雨
霧

の
中
で
一
層
の
神
聖
さ
が
漂

っ
て
い
た
。

正
宮
を
詣
で
た
が
、「
風

宮
」
と
い
う
名
前
に
惹
か
れ

た
。
筆
者
は
、
風
車
開
発
を

進
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

風
宮
は
、
小
さ
な
別
宮
で
あ

る
が
、
交
差
し
て
突
き
出
し

た
「
千
木
」
は
、
屋
根
と
調

和
し
て
無
駄
の
な
い
建
築
様

式
で
あ
る
と
感
じ
た
。
風
宮

は
農
耕
の
神
で
あ
り
風
雨
を

司
る
と
い
う
。

次
に
バ
ス
で
内
宮
（
皇
大

神
宮
）
に
移
動
す
る
と
、
広

い
境
内
の
正
宮
の
手
前
で
、

今
度
は
「
風
日
祈
宮
」
と
出

会
っ
た
。
神
官
に
訪
ね
る

と
、
元
寇
襲
来
の
折
に
神
風

が
吹
い
て
国
を
護
っ
た
と
の

謂
れ
か
ら
、
別
宮
と
し
て
祀

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

伊
勢
神
宮
は
、
外
宮
と
内

宮
の
両
詣
す
る
の
が
よ
い
と

の
こ
と
で
、
今
回
は
そ
れ
を

実
現
で
き
た
。

▼
熊
野
の
地
勢
と
影
響

熊
野
の
地
勢
は
独
特
で
あ

る
。
大
阪
か
ら
海
岸
線
で
南

に
西
回
り
、
名
古
屋
か
ら
も

海
岸
線
を
南
に
東
回
り
、
ま

た
奈
良
か
ら
は
吉
野
や
高
野

山
を
超
え
て
南
下
し
て
辿
り

着
く
。
秘
境
と
も
い
え
、
逃

げ
場
の
な
い
海
里
・
山
里
で

も
あ
る
。
熊
楠
も
、
健
次
も

そ
れ
に
影
響
を
受
け
た
と
い

え
る
。
そ
の
地
は
自
然
と
精

神
の
対
立
と
融
合
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
生
命
の
進
化
の
地

で
も
あ
る
。
ま
さ
に
熊
楠
は

そ
れ
を
踏
査
し
、
発
見
と
体

系
化
を
行
っ
た
。
健
次
は
、

熊
野
の
文
化
と
西
洋
文
明
と

の
対
立
と
融
和
を
自
身
の
切

り
口
と
し
た
。

▼
博
物
学
者
・
熊
楠

南
方
熊
楠
（
１
８
６
７
～

１
９
４
１
）
は
、
和
歌
山
市

に
生
ま
れ
、
裕
福
な
家
に
生

ま
れ
、
地
元
の
中
学
を
卒
業

ン
セ
プ
ト
と
さ
れ
て
お
り
、

Ｏ
ｆ
Ｂ
ｙ
Ｆ
ｏ
ｒ
の
視
点
と

共
通
し
て
い
る
。

和
歌
山
電
鐵
の
６
編
成
の

車
両
の
う
ち
４
編
成
は
、

「
た
ま
電
車
」、「
お
も
ち
ゃ

電
車
」、「
い
ち
ご
電
車
」、

「
う
め
星
電
車
」
と
い
う
水

戸
岡
ワ
ー
ル
ド
と
な
っ
て
お

り
、
家
族
で
の
外
国
人
観
光

客
も
多
い
。「
た
ま
電
車
」

の
内
装
は
、
木
製
の
大
き
な

チ
ェ
ア
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン

で
、
わ
く
わ
く
感
が
満
ち
て

い
る
。

車
内
に
は
、
窓
面
を
使
っ

た
大
き
な
書
棚
が
つ
い
て
お

り
、
日
本
語
の
本
ば
か
り
で

な
く
、
中
国
語
・
韓
国
語
・

英
語
な
ど
の
本
が
本
箱
に
載

せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
書
籍

の
購
入
や
整
理
は
、「
貴
志

川
線
の
未
来
を
〝
つ
く
る
〟

会
」
が
行
っ
て
い
る
と
い

う
。
同
会
は
「
再
び
廃
線
の

危
機
を
迎
え
な
い
た
め
に
」

の
合
言
葉
を
掲
げ
活
動
し
て

い
る
。

『
鐵
の
道
』
は
、
売
り
上

げ
の
一
部
を
、
そ
の
活
動
を

支
援
す
る
カ
タ
チ
で
実
現
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の

旅
で
も
、
地
域
に
は
人
財
が

お
り
、
歴
史
と
文
化
を
つ
く

っ
て
い
る
こ
と
を
、
確
か
め

る
こ
と
が
で
き
た
。

し
、
上
京
し
東
京
の
大
学
予

備
門
（
現
・
東
京
大
学
）
に

入
学
し
た
が
、
自
ら
の
関
心

向
き
に
注
力
し
た
。
そ
の

後
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス

に
滞
在
研
究
し
、
ス
ケ
ッ
チ

や
模
写
が
上
手
で
あ
り
、
秀

逸
な
観
察
眼
を
研
鑽
し
た
。

海
外
で
も
逸
話
を
残
し
、
33

歳
で
帰
国
し
、
そ
の
後
和
歌

山
県
で
在
野
の
研
究
者
と
し

て
研
究
に
没
頭
し
た
。

と
り
わ
け
「
粘
菌
」
の
研

究
で
は
草
分
け
的
存
在
で
あ

り
、
大
き
な
業
績
を
残
し

た
。
ま
た
、
熊
野
の
自
然
を

守
る
た
め
、
今
で
は
誰
も
が

知
る
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
と
い

う
言
葉
を
、
日
本
人
で
最
初

に
使
っ
た
人
で
も
あ
る
。

田
辺
市
の
居
宅
に
は
、
い

ま
「
南
方
熊
楠
顕
彰
館
」
が

あ
り
、
資
料
収
集
・
保
管
・

展
示
等
が
さ
れ
て
い
る
。

▼
熱
情
家
・
健
次

中
上
健
次
（
１
９
４
６
～

１
９
９
２
）
は
、
複
雑
な
家

族
関
係
を
持
つ
が
、
熊
野
を

背
景
と
し
た
感
受
性
を
持

ち
、
そ
の
情
報
発
信
を
行
っ

た
特
異
な
作
家
（
も
の
書

き
、
活
動
家
、
評
論
家
、
今

で
い
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
）
で
あ
る
。

『
岬
』
で
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
。

健
次
は
、
熊
楠
の
没
後
５

年
後
に
誕
生
し
て
い
る
の
で

二
人
の
接
触
は
な
い
が
、
熊

楠
の
影
響
を
受
け
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
熊
野
に
根
を
生

や
し
た
熱
情
家
で
も
あ
っ

た
。
熊
野
大
学
は
、
そ
の
一

つ
で
も
あ
っ
た
。

▼
「
た
ま
電
車
」
の

和
歌
山
電
鐵
・
貴
志
川
線

熊
楠
の
生
家
は
和
歌
山
市

に
あ
り
、
父
・
南
方
弥
右
衛

門
は
明
治
17
年
（
１
８
８
４

年
）
に
南
方
酒
造
を
興
し
た

が
、
熊
楠
と
の
関
わ
り
で
、

大
隈
重
信
の
名
づ
け
で
「
世

界
一
統
」
と
改
称
さ
れ
た
。

紀
州
に
は
、
銘
水
が
あ

り
、
酒
造
が
多
い
。
前
報

で
、
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
応
援
酒

『
鐵
の
道
』
に
つ
い
て
記
し

た
が
、
こ
の
旅
先
で
も
新
た

な
『
鐵
の
道
』
の
提
案
を
さ

せ
て
頂
い
た
。
新
宮
市
の
尾

崎
酒
造
、
和
歌
山
市
の
世
界

一
統
に
も
お
願
い
し
た
。
後

者
で
は
、
和
歌
山
電
鐵
の
貴

志
川
線
が
応
援
先
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
貴
志
川
線
の
和

歌
山
駅
か
ら
喜
志
駅
ま
で
14

駅
、
14
・
３
㌔
㍍
を
乗
車
し

た
。
乗
っ
た
車
両
は
、
工
業

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
水
戸
岡
鋭
治

氏
デ
ザ
イ
ン
の
「
た
ま
電

車
」
で
あ
っ
た
。
喜
志
駅
も

同
氏
の
デ
ザ
イ
ン
の
檜
皮
葺

の
駅
舎
で
、
猫
の
顔
と
目
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
猫
の
た
ま
が
駅
長
で

知
ら
れ
て
い
る
。
水
戸
岡
氏

は
、「
デ
ザ
イ
ン
は
公
共
の

た
め
に
」
を
コ

「たま電車」の内部（上）と車内の文庫。
熊楠と健次の本も配架されている

◆国際フロンティア産業メッセ2017
会期：2017年9月7日（木）・8日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷ 会
場：神戸国際展示場1・2号館（神戸
ポートアイランド）兵庫県神戸市中
央区港島中町6-11-1▷入場料：無料
▷主催：国際フロンティア産業メッ
セ2017実行委員会/問合せ先：06-
6946-3384（日刊工業新聞社　大阪支
社　イベントグループ内）

◆EVEX（EV・PHV普及活用技術展）2017
会 期：2017年9月13日（水 ）～ 15日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：00
▷会場：東京ビッグサイト 東ホー
ル（東京都江東区有明3-11-1）▷入場
登録料：\2,000（税込）＊招待券持参
者・展示会公式WEBサイトからの事
前登録者は無料▷主催：EVEX実行委
員会/問合せ先：事務局03-3503-
7660（アテックス内）

◆[関西]スマートエネルギー Week2017（第
5回［関西］太陽電池展～ [関西]PV EXPO
～／第5回［関西］太陽光発電システム施
工展／第4回［関西］二次電池展～バッテ
リー大阪～／第4回［関西］スマートグリ

ッドEXPO ／第2回［関西］水素・燃料電
池 展 ～［ 関 西 ］FC EXPO ～ ／ 第2回［ 関
西］バイオマス発電展／第1回［関西］火
力発電EXPO ／第1回［関西］風力発電展
～［関西］WIND EXPO ～）
会 期：2017年9月20日（水）～ 22日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 18：00
（最終日は17：00）▷会場：インテッ
クス大阪（大阪市住之江区南港北
1-5-102）▷入場料：無料（登録制）▷
主催：リード エグジビション ジャ
パン株式会社/問合せ先：展示会事
務局＜出展に関して＞03-3349-8576
＜来場に関して＞03-5324-1244（リ
ード エグジビション ジャパン内）

◆[関西]住宅・都市イノベーション総合
展2017（第1回［関西］住宅設備 EXPO
／第1回［関西］高性能建材 EXPO ／
第1回［関西］照明 EXPO ／第1回［関
西］スマートビルディング EXPO ／第
1回［関西］都市開発 EXPO）
会期：2017年9月20日（水）～ 22日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 18：00（最終
日は17：00まで）▷会場：インテック
ス大阪（大阪市住之江区南港北1-5-
102）▷入場料：無料（事前登録制）▷
主催：リード エグジビション ジャ
パン株式会社/問合せ先：事務局03-
5324-1244（リードジャパン内）

◆第7回農業ワールド（第4回[国際]次世
代 農 業EXPO ／ 第7回[国 際]農 業 資 材
EXPO ／第2回[国際]6次産業化EXPO）
会 期：2017年10月11日（水 ）～ 13日
（金）▷開催時間：10：00 ～ 18：00
（最終日は17：00）▷会場：幕張メッ
セ（千葉市美浜区中瀬2-1）▷入場料：
無料＜事前登録制＊招待券（無料）が
ない場合、入場料\5,000 ／人＞▷
主催：リード エグジビション ジャ
パン株式会社/問合せ先：＜出展に
関する問合＞03-3349-8511 ／＜来
場に関する問合＞03-5302-3142（リ
ードジャパン内）

◆エコテクノ2017 ～地球環境ソリュー
ション展／エネルギー先端技術展～
会期：2017年10月11日（水）～ 13日
（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：00
▷会場：西日本総合展示場　新館
（福岡県北九州市小倉北区浅野3-8-
1）▷入場料：無料（入場登録制）▷
主催：福岡県／北九州市／経済産
業省九州経済産業局／公益財団法
人北九州観光コンベンション協会/
問合せ先：主催事務局093-511-
6800（北九州観光コンベンション協
会内）

◆ 危 機 管 理 産 業 展（RISCON TOKYO）
2017

会期：2017年10月11日（水）～ 13日
（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：00
▷会場：東京ビッグサイト 西ホー
ル／会議棟（東京都江東区有明
3-11-1）▷入場登録料：\2,000（税
込）＊招待券持参者・展示会公式
WEBによる事前登録者は無料▷主催：
東京ビッグサイト/問合せ先：RISC
ON TOKYO事務局03-3503-7641（アテ
ックス内）

◆ITpro EXPO 2017（同 時 開 催：Securi
ty2017 ／ IoT Japan2017 ／ FACTO
RY2017など）
会期：2017年10月11日（水）～ 13日
（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：
30▷会場：東京ビッグサイト東
4-6ホ ー ル（東 京 都 江 東 区 有 明
3-11-1）▷入場登録料：\3,000（消
費税込、招待者・事前登録者は無
料）▷主催：日経BP社/問合せ先：
公 式HP http://expo.nikkeibp.co
.jp/itpexpo/2017/

◆びわ湖環境ビジネスメッセ2017
会期：2017年10月18日（水）～ 20日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：00
（最終日は16:00まで）▷会場：長浜
バイオ大学ドーム（滋賀県長浜市田
村町1320）▷入場料：無料（事前登
録制）▷主催：びわ湖環境ビジネス

メッセ実行委員会/問合せ先：事務
局077-528-3793

●イノベーション・ジャパン2017
会 期・ 時 間：2017年8月31日（木 ）9：
30 ～ 17：30 ／ 9月1日（金 ）10：00 ～
17：00▷会場：東京ビッグサイト 東
1・4ホール（東京都江東区有明3-11-
1）▷参加費：無料（要事前登録）▷主
催：国立研究開発法人新エネルギ
ー・産業技術総合開発機構（NEDO）
／国立研究開発法人科学技術振興
機構（JST）/問合せ先：運営事務局
03-5649-6722

●小水力エネルギー総合セミナー ‐ 小水
力エネルギーの利用とシステム開発 ‐
会期：2017年9月6日（水）▷開催時
間：13：20 ～ 16：45▷会場：東京
工業大学キャンパス・イノベーシ
ョンセンター 1階国際会議室（田町
キャンパス内、東京都港区芝浦
3-3-6）▷参加費：無料（事前申込制）
▷主催：株式会社エリス／国立大
学法人長崎大学/問合せ先：086-
264-8080（エリス内）

新エネルギー関連
イベントカレンダー（8月～ 10月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会展示会


